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内角の等しい四角形 

 

 下の図の２つの四角形ＡＢＣＤとＥＦＧＨにおいて，○印をつけた角と●印をつけた角の大きさはそれぞ

れ等しく，辺ＡＤとＦＧの長さの比は４：１，辺ＣＤとＥＦの長さの比は１：１です。このとき，辺ＥＨの

長さを求めなさい。 
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内角の等しい四角形 ２㎝ 

 

 図①のように四角形ＥＦＧＨを裏返して，辺ＣＤとＥＦをくっつけると，○と●の和が１８０度となるこ

とから，点Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｈは一直線になり，図②のようになります。 

 

図①                      図② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ここで，図③のように相似な直角三角形ＡＩＤとＡＪＧを作ると， 

ＡＤ：ＡＧ＝４：（４＋１）＝４：５であり，ＡＪの長さは４.４－２.９＝１.５（㎝）であることから，

ＡＩの長さは１.５×
４

５
＝１.２（㎝）となります。 

 

   図③ 

 

 

 

 

 

  

最難関問題 
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 次に，図④のように三角形ＣＫＤを作ると，三角形ＡＩＤとＣＫＤは，角Ａと角Ｃ，角Ｉと角Ｋの大

きさがそれぞれ等しいので相似であり，辺ＫＤの長さは４.４－１.２＝３.２（㎝）です。ＡＩ：ＩＤ＝

ＣＫ：ＫＤより，１.２：ＩＤ＝ＣＫ：３.２です。また，ＩＤとＣＫの長さの差は４㎝です。これらの

ことから，ＩＤとＣＫの長さを求めます。 

 整数の方が計算をしやすいので，すべての長さを１０倍にして考えると，１２：ＩＤ＝ＣＫ：３２，

ＩＤ－ＣＫ＝４０です。１０倍にしたところでＩＤとＣＫが整数であるとは限らないのですが，積が 

１２×３２＝２×２×２×２×２×２×２×３で差が４０である２つの数を探すと，２×２×２＝８と

２×２×２×２×３＝４８が見つかります。 

 よって，ＩＤ＝４.８㎝，ＣＫ＝０.８㎝です。ＢＫの長さはＩＤの長さに等しく４.８㎝であり， 

ＢＫ：ＫＨ＝ＡＤ：ＤＧ＝４：１であることから，ＫＨ＝４.８×
１

４
＝１.２（㎝）です。四角形ＥＦＧ

Ｈの辺ＥＨの長さは図④のＣＨの長さに等しいので，０.８＋１.２＝２（㎝）です。 

 

   図④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最難関問題 
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